
問

社
保
協
の
要
請
行
動

で
要
介
護
認
定
の
新
規
申

請
か
ら
調
査
ま
で
の
遅
れ

が
指
摘
さ
れ
た
。
認
定
ま

で
２
ヶ
月
に
も
な
る
方
が

い
る
。
訪
問
調
査
ま
で
の

平
均
日
数

日
は
遅
れ
す

30

ぎ
で
、
事
態
は
深
刻
だ
。

近
隣
自
治
体
の
昨
年
度

の
状
況
は
、
三
川
町
が
調

査
件
数
１
１
７
件
・
調
査

員

人
・
調
査
ま
で

7

12

日
、
庄
内
町
が
３
３
８
件

・
調
査
員

人
・
調
査
ま

12

で
２
週
間
、
酒
田
市
が
２

０
７
２
件
・
調
査
員
８
人

・
調
査
ま
で

週
間
。

1

周
辺
自
治
体
と
比
較
し

て
も
異
常
な
遅
れ
を
こ
の

ま
ま
に
し
て
い
い
の
か
。

健
康
福
祉
部
長

年
度

27

の
要
介
護
認
定
等
に
係
る

申
請
合
計
８
７
０
３
件
の

う
ち
、
市
の
認
定
調
査
員

が
調
査
す
る
新
規
と
区
分

変
更
申
請
に
つ
い
て
は
２

６
４
９
件
。
調
査
実
施
ま

で
平
均

日
を
要
し
て
い

30

る
。
調
査
員
１
人
あ
た
り

の
月
平
均
調
査
件
数
は
酒

田
市

件
、鶴
岡
市

件
。

22

32

平
成

年
度
か
ら
調
査
員

25

を
７
人
に
増
員
し
て
い
る

が
、
増
員
の
効
果
が
見
え

る
形
に
な
っ
て
い
な
い
。

改
善
余
地
が
な
い
か
再
度

見
直
し
を
図
っ
て
い
く
。

総
合
事
業
実
施
に
伴

い
、
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
に
よ
る
判
定
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
申
請
件
数

の
変
動
が
予
想
さ
れ
る
た

め
、
し
ば
ら
く
は
現
在
の

人
員
で
対
応
、
効
率
化
・

日
数
短
縮
に
努
め
た
い
。

総
合
事
業
開
始
後
も
こ

の
状
況
が
続
く
よ
う
で
あ

れ
ば
、
調
査
員
増
員
や
区

分
変
更
申
請
調
査
の
外
部

委
託
な
ど
検
討
し
た
い
。

問

協
議
体
で
の
話
し
合

い
で
、
通
所
型
の
「
住
民

主
体
サ
ー
ビ
ス
」
の
実
施

方
法
（

人
以
上
の
対
象

10

者
で
１
回
２
時
間
以
上
・

週
３
回
以
上
の
開
設
）
に

つ
い
て
「
ハ
ー
ド
ル
が
高

く
て
取
り
組
め
な
い
」
と

の
声
が
あ
っ
た
が
、
結
局

市
側
の
考
え
が
押
し
通
さ

れ
、
委
員
か
ら
は
「
結
論

あ
り
き
で
、
協
議
体
の
意

味
が
な
い
」
「
内
容
の
困

難
さ
か
ら
法
人
事
業
所
の

参
入
を
見
込
ん
で
い
る
。

住
民
主
体
と
し
た
掛
け
声

は
何
だ
っ
た
の
か
」
と
の

声
が
あ
る
。

当
局
は
、
「
基
準
が
厳

し
く
て
安
定
し
た
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
で
き
な
い
場
合

は
見
直
す
」と
し
て
い
る
。

総
合
事
業
の
検
証
、
見
直

し
は
い
つ
や
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長

検
証
と

見
直
し
は
平
成

年
の
事

29

業
ス
タ
ー
ト
以
降
も
協
議

体
を
開
催
す
る
予
定
。

検
証
は
、
介
護
予
防
と

自
立
し
た
日
常
生
活
支
援

を
目
的
と
し
た
事
業
で
あ

る
こ
と
か
ら
な
か
な
か
困

難
だ
が
、
指
標
と
し
て
は

事
業
参
加
者
個
々
人
の
評

価
、
地
域
・
市
全
体
の
認

定
率
や
給
付
費
の
低
下
等

の
事
業
評
価
も
必
要
と
考

え
、
一
定
の
期
間
が
必
要

と
思
う
。

見
直
し
は
サ
ー
ビ
ス
形

態
ご
と
の
利
用
状
況
等
を

勘
案
し
て
行
い
た
い
。

事
業
の
実
施
状
況
は
協

議
体
に
報
告
し
、
意
見
等

を
い
た
だ
き
た
い
。

問

市
が
行
っ
て
い
る
新

た
な
担
い
手
養
成
研
修
に

つ
い
て
、
「
周
知
が
不
足

し
て
い
る
」
と
の
声
が
上

が
っ
て
い
る
。

現
時
点
で
の
状
況
と
今

後
の
予
定
、
市
民
や
関
係

者
へ
の
周
知
と
、
目
標
と

す
る
養
成
者
数
は
。

健
康
福
祉
部
長

研
修
は

こ
れ
ま
で
の
介
護
専
門
職

に
地
域
住
民
や
高
齢
者
対

象
に
加
え
、
緩
和
し
た
基

準
等
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を

す
る
た
め
に
必
要
な
知
識

や
技
術
を
学
ぶ
場
と
し
て

講
義
を
３
日
間
、

分
の

60

同
行
訪
問
実
習
を
行
う
内

容
。

月
の
第
１
回
研
修

10

会
に
は

名
の
参
加
が
あ

14

り
、
来
年
２
月
の
研
修
会

は

名
を
募
集
予
定
。

50周
知
に
つ
い
て
は
関
係

事
業
所
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

組
織
等
へ
の
チ
ラ
シ
配

布
、
市
広
報
・
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
へ
の
掲
載
を
予
定
。

目
標
養
成
者
数
は
試
算

で
は

名
だ
が
、
今
年
度

90

は

名
弱
を
予
定
し
来
年

70
度
以
降
の
研
修
会
を
予
定

す
る
。

介
護
保
険
事
業
者
等
で

も
研
修
が
で
き
る
仕
組
み

も
準
備
し
て
お
り
、
積
極

的
に
研
修
会
を
開
催
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
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１
日
に
行
わ
れ
た
鶴
岡
市
議
会
の
一
般
質
問
で
、
日

本
共
産
党
の
菅
井
巌
議
員
は
①
介
護
保
険
事
業
、
②
林

業
政
策
、
③
大
山
公
園
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
市
当
局

の
対
応
を
質
し
ま
し
た
。

訪
問
調
査
ま
で
平
均

日
は
遅
れ
す
ぎ

30

３日、マリカ広場で行われた「戦争法廃止、不戦の誓
い・憲法改悪を許さない市民集会」には「だれの子ど
もも殺させない」と訴えるママの会や、加盟各団体と
市民約１５０人が参加し集会と市内パレードを行い、
党市議団も連帯して行動しました。

問

党
市
議
団
が
行
政
視

察
し
た
高
知
県
は
「
人
口

減
少
の
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル

の
克
服
」
を
掲
げ
、
若
者

が
地
域
に
定
着
す
る
た
め

の
施
策
の
中
心
に
第
一
次

産
業
の
強
化
を
位
置
付
け

て
い
る
。

特
に
注
目
し
て
き
た
の

は
、
林
業
政
策
。
森
林
組

合
や
会
社
法
人
等
が
取
り

組
む
林
業
・
製
材
生
産
の

整
備
強
化
の
後
押
し
、
個

人
等
が
取
り
組
む
自
伐
型

林
業
・
小
規
模
林
業
の
振

興
普
及
や
、
林
業
学
校
の

充
実
強
化
な
ど
、
幅
広
い

形
で
担
い
手
確
保
の
施
策

を
行
い
、
木
材
利
用
も
森

林
資
源
を
地
域
で
余
す
こ

と
な
く
活
用
す
る
政
策
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

森
林
の
利
活
用
と
循
環

型
地
域
経
済
の
仕
組
み
を

作
り
後
押
し
す
る
事
を
、

地
域
再
生
の
産
業
政
策
の

重
要
な
柱
と
位
置
付
け
る

べ
き
と
考
え
る
が
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）

森
林
利
活
用
を
産
業
政
策
の
柱
に



問

大
山
公
園
内
の
支
障

木
を
伐
採
し
た
法
面
に
つ

い
て
、
萌
芽
の
発
生
や
崩

れ
た
法
面
保
護
な
ど
の
対

応
が
必
要
。
公
園
北
側
の

急
斜
面
は
近
年
崩
落
し
、

斜
面
下
に
住
む
住
民
か
ら

再
発
防
止
の
万
全
な
対
策

を
求
め
ら
れ
て
い
る
。

斜
面
の
維
持
管
理
に
つ

い
て
は
指
定
管
理
事
業
に

含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の

対
応
や
都
市
公
園
を
維
持

し
て
ゆ
く
た
め
の
費
用
負

担
に
つ
い
て
伺
う
。

建
設
部
長

公
園
北
側
斜

面
に
つ
い
て
は
、
崩
落
土

の
除
去
、
土
留
め
板
設
置
、

植
生
マ
ッ
ト
に
よ
る
緑
化

の
崩
落
防
止
工
事
を
行
っ

て
い
る
。

支
障
木
伐
採
後
の
法
面

で
は
、
景
観
保
全
を
考
え

ツ
ツ
ジ
な
ど
の
植
栽
や
、

種
子
の
吹
き
付
け
や
植
生

ネ
ッ
ト
に
よ
る
対
応
な

ど
、
指
定
管
理
し
て
い
る

大
山
自
治
会
と
協
議
の

上
、
整
備
・
維
持
保
全
方

針
を
計
画
し
、
通
常
管
理

可
能
な
部
分
と
、
専
門
業

者
対
応
が
必
要
な
部
分
を

判
断
し
進
め
て
ゆ
く
必
要

が
あ
る
。

費
用
負
担
に
つ
い
て

は
、
指
定
管
理
業
務
に
含

ま
れ
な
い
範
囲
で
の
作
業

や
外
注
が
必
要
と
な
る
場

合
は
、
委
託
料
の
検
討
を

行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
、
そ
れ
以
外
の
補
助

金
活
用
な
ど
地
元
の
協
力

も
お
願
い
し
た
い
。

災
害
対
応
や
一
定
規
模

以
上
の
整
備
工
事
に
つ
い

て
は
公
園
設
置
者
の
市
直

営
の
事
業
と
し
て
対
応
す

べ
き
と
捉
え
て
い
る
。

都市計画課入札結果（ ）内は予定価格
12月8日入札分

・多目的交流広場整備工事（馬場町地内）（入札7
業者）
(株)鈴木工務店 29,300,000円（29,975,000円）

工期～29/3/27（落札率97.7％）
・松ヶ岡多目的広場整備工事（羽黒町松ケ岡地内）
（入札6業者うち1業者辞退）
(株)丸元建設 18,500,000円（19,106,000円）

工期～29/3/27（落札率96.8％）

建築課入札結果（ ）内は予定価格
12月8日入札分

・東南地区消防ポンプ庫改築工事（東荒屋字竹の
内133）
中止

・駅前公園公衆トイレ改築工事（末広町17-4の一
部）（入札5業者）
加藤建設管工(株) 8,500,000円（8,790,000円）

工期～29/3/15（落札率96.7％）

｢

い
の
ち
と
生
活
最
優
先｣

の
県
政
へ

「
私
は
、
知
事
就
任
以
来
、
心
の
通
う

温
か
い
県
政
を
基
本
姿
勢
と
し
て
、
県

民
の
生
命
と
生
活
を
守
る
こ
と
を
最
優

先
に･･

県
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
し
た
。
今
後
も
そ
の
姿
勢
に
変
わ
り

は
あ
り
ま
せ
ん
。･･

政
府
に
対
し
必
要

な
提
案
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、･･

す

べ
て
の
県
民
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き･･

施
策
の
展
開
に
努
め
て
参
り
ま
す
」
と

き
っ
ぱ
り
答
弁
し
ま
し
た
。

基
本
姿
勢
に
沿
っ
た
施
策
を
発
展
さ

せ
る
た
め
、
党
県
議
団
の
役
割
の
重
さ

を
感
じ
ま
す
。

（
県
議

関

徹
）

日
（
月
）
予
算
特
別
委
員
会
で
質

12
問
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
冬
の
月
山
を

越
え
て
傍
聴
に
来
て
下
さ
っ
た
大
勢
の

方
々
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

最
初
に
、「P

K
O

派
遣
自
衛
隊
へ
の
新

任
務
付
与
」
。吉
村
知
事
の
答
弁
は
、「
政

府
に
は
、
自
衛
隊
の
新
任
務
の
付
与
に

対
す
る
国
民
の
理
解
が
深
ま
る
よ
う
、

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
頂
き
た
い
」

に
止
ま
り
ま
し
た
。

二
つ
目
に
、
「
安
倍
政
権
の
社
会
保

障
制
度
改
悪
に
つ
い
て
」
。
知
事
は
、

最
初
に
政
府
の
説
明
を
な
ぞ
っ
た
後
、

「
県
民
の
方
々
の
中
に
は
、
不
安
の
声

が
あ
る
こ
と
も
承
知
し
て
お
り
ま
す
」

（
１
面
の
つ
づ
き
）

農
林
水
産
部
長

県
内
で

は
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

や
集
成
材
工
場
整
備
計
画

に
よ
っ
て
現
在
の
１
・
８

倍
の
木
材
生
産
量
の
確
保

が
必
要
と
言
わ
れ
て
い

る
。
木
材
利
用
ポ
イ
ン
ト

や
住
宅
リ
フ
ー
ム
支
援
に

よ
っ
て
、
薪
や
ペ
レ
ッ
ト

ス
ト
ー
ブ
が
導
入
さ
れ
て

お
り
、
山
間
地
域
と
都
市

部
の
資
源
と
資
金
が
循
環

し
て
き
て
い
る
。

一
方
で
少
子
高
齢
化
に

よ
る
住
宅
着
工
数
減
少
・

大
手
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
の

低
価
格
化
で
在
来
工
法
の

新
築
件
数
が
減
少
し
優
良

材
の
需
要
低
下
が
問
題
。

こ
れ
ま
で
同
様
の
林
業

振
興
策
を
進
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
を
認
識
し
連
携

を
深
め
利
益
を
確
保
す
る

た
め
方
策
を
講
ず
る
こ
と

が
重
要
。

問

羽
黒
高
校
な
ど
の
新

築
校
舎
へ
の
一
部
使
用
な

ど
で
注
目
さ
れ
つ
つ
あ
る

Ｃ
Ｌ
Ｔ
（
直
交
集
成
板
）

は
、
耐
火
性
や
耐
震
性
、

工
期
の
短
縮
な
ど
優
れ
た

評
価
が
あ
る
一
方
で
、
国

内
普
及
が
ま
だ
進
ま
な
い

た
め
施
行
単
価
が
高
い
。

木
材
利
用
と
耐
震
性
な

ど
を
考
慮
し
、
今
後
の
公

共
施
設
建
設
時
の
Ｃ
Ｌ
Ｔ

活
用
の
可
能
性
は
。

農
林
水
産
部
長

新
た
な

木
材
需
要
創
出
に
国
産
Ｃ

Ｌ
Ｔ
の
活
用
が
期
待
さ
れ

る
が
、
そ
の
建
築
設
計
と

施
行
技
術
は
発
展
途
上
に

あ
り
、
製
材
工
場
も
東
日

本
に
は
釜
石
市
に
１
ヵ
所

で
、
生
産
・
供
給
が
限
ら

れ
製
品
コ
ス
ト
も
高
く
普

及
に
は
時
間
が
か
か
る
。

公
共
施
設
へ
の
採
用
に

は
、
そ
う
し
た
点
も
考
慮

し
慎
重
に
進
め
る
必
要
が

あ
る
。
無
垢
の
木
材
を
使

い
、
地
元
の
職
人
が
施
工

す
る
こ
と
で
の
林
業
と
地

域
産
業
の
活
性
化
を
第
一

に
考
え
る
が
、
サ
イ
ズ
の

制
約
が
あ
る
無
垢
の
木
材

を
補
完
す
る
観
点
か
ら
集

成
材
や
Ｃ
Ｌ
Ｔ
な
ど
地
場

産
材
の
加
工
木
材
の
利
活

用
も
併
せ
て
検
討
し
た
い

と
考
え
る
。

大
山
公
園
斜
面
の
維
持
管
理
は

第

回
全
国
障
害
者
技
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能
競
技
大
会
（
ア
ビ
リ
ン

ピ
ッ
ク
）
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト
部
門
で
、
銅

賞
を
受
賞
し
た
伊
藤
京
子

さ
ん
の
受
賞
を
祝
う
会
が

７
日
、
グ
ラ
ン
ド
エ
ル
・

サ
ン
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

祝
う
会
に
は

人
余
が

60

出
席
。
加
藤
太
一
市
議
も

出
席
し
祝
辞
を
述
べ
る
と

と
も
に
、
『
手
の
ひ
ら
を

太
陽
に
』
と
『
故
郷
』
の

全
員
合
唱
で
ギ
タ
ー
伴
奏

を
務
め
ま
し
た
。

伊
藤
京
子
さ
ん
の
今
後

の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

庄
内
農
民
連
（
渡
部
正

一
会
長
）
は

日
に
定
期

11

総
会
を
開
き
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
出
席
し
た

関
徹
県
議
は
「
国
民
の
声

を
無
視
し
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
強
行

採
決
は
許
さ
れ
な
い
。
安

部
政
権
の
暴
走
は
極
ま
っ

て
い
る
が
、
こ
の
政
権
の

弱
さ
と
焦
り
の
表
れ
。
市

民
と
野
党
共
闘
の
運
動
を

強
め
、
総
選
挙
で
変
え
よ

う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
こ
の
間
の

産
直
や
税
金
な
ど
の
要
求

で
の
会
員
拡
大
や
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
や
農
協
つ
ぶ
し
を
狙
う

情
勢
、
税
申
告
時
期
で
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
対
応

や
、
市
が
上
郷
地
区
に
検

討
し
て
い
る
ゴ
ミ
最
終
処

分
場
の
問
題
な
ど
に
つ
い

て
報
告
と
訴
え
が
あ
り
、

「
も
の
づ
く
り
か
ら
撤
退

さ
せ
、
農
民
を
分
断
し
、

協
同
組
合
を
潰
そ
う
と
す

る
政
治
に
未
来
は
な
い
。

力
を
合
わ
せ
て
頑
張
ろ

う
」
と
の
決
意
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。


